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〜
公
共
施
設
最
適
化
計
画
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
〜

　

外
部
の
有
識
者
を
交
え
た
委
員
会
と
連
携
し
、
住
民
の
皆
さ
ん
へ

の
説
明
会
や
意
見
交
換
会
な
ど
を
実
施
し
、「
公
共
施
設
最
適
化
計

画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

※
「
公
共
施
設
最
適
化
計
画
」の
本
編
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

公
共
施
設
の
最
適
化
を
進
め
ま
す

公
共
施
設
最
適
化
に
向
け
た
現
在
ま
で
の
取
り
組
み

１

　

市
で
は
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
に
よ
る

厳
し
い
財
政
運
営
な
ど
の
課
題
解
決
に
向
け
て
、

２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
度
か
ら
２
０
２
９
（
平
成

41
）
年
度
ま
で
の
15
年
間
で
、
施
設
の
延
床
面
積
を

34
％
縮
減
す
る
目
標
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
、
現
状
の
維
持
管
理
費
の
範
囲
内

で
建
て
替
え
ピ
ー
ク
時
の
施
設
更
新
費
を
お
お
む
ね

ま
か
な
う
こ
と
が
で
き
る
と
試
算
し
て
い
ま
す
。

※
建
て
替
え
の
ピ
ー
ク
は
２
０
３
０
（
平
成
42
）
年
度

　
か
ら
２
０
４
５（
平
成
57
）年
度

Reduce
リデュース

（総量の縮減）

Run
ラン

（運営の適正化）

Remix
リミックス

（機能の複合化）

施設総量を 34％縮減

伊賀市公共施設マネジメントの
３原則（３Ｒ）

施設機能（サービス）
の複合化、集約化

運営の効率化
負担の適正化

公
共
施
設
白
書

《
公
共
施
設
の
現
状
と
課
題
の
洗
い
出
し
》

　
施
設
の
老
朽
化
・
人
口
減
少
・
更
新
費
不
足

公
共
施
設
最
適
化
方
針

《
課
題
解
消
に
向
け
た
考
え
方
の
整
理
》

　
市
全
体
の
目
標
設
定
・
複
合
化
の
考
え
方
・
施

設
運
営
の
考
え
方

公
共
施
設
最
適
化
計
画（
平
成
27
〜
41
年
度
）

《
実
行
に
向
け
た
具
体
的
な
取
り
組
み
》

　

用
途
別
の
総
量
目
標
・
地
区
別
の
複
合
化
例
・

市
の
関
わ
り
方
と
施
設
利
用
者
の
負
担

《
実
行
計
画
》

　
第
Ⅰ
期
（
平
成
27
〜
31
年
度
）
の
対
象
施
設
に

対
す
る
実
行
計
画

《
め
ざ
す
べ
き
姿
》

　
次
世
代
に
誇
れ
る

「
持
続
可
能
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
に
向
け
て
」

建て替えのピーク時には
４割しか更新できない現状

人口減少

厳しい財政
施設の
建て替え時期が
一斉に到来

少子化・
高齢化

余剰施設
の顕在化

課
題
の
解
消建

て
替
え
ピ
ー
ク
時
で
も

ほ
と
ん
ど
更
新
で
き
る
！

公共施設の適正化

◆
最
適
化
を
実
現
す
る
た
め
に

◆
目
標
は
34
％
の
縮
減

◆
適
正
化
で
建
て
替
え
の
ピ
ー
ク
時
に
も
対
応
で
き
る
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（万㎡）現在適正化後

16.6
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48.6
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32.0
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子
育
て
支
援
・
無
料
相
談

募
　
集

催
　
し

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
拡
大
版

■初心者狩猟免許取得予備講習会
【と　き】　※いずれか１回を受講
①７月 4日㈯　②７月 25日㈯　
③８月８日㈯　すべて午前９時～
【ところ】　①②三重県総合文化センター（三
重県男女共同参画センター 　２階セミナー室Ａ）
（津市一身田上津部田 1234番地）③鳥羽商工
会議所（鳥羽市大明東町1番地の7）
【対象者】　20歳以上の人
【定　員】　各 100人　※先着順
【申込期限】
①６月26日㈮　②７月17日㈮　③７月30日㈭
【受講料】　○初心者：13,000 円
　　　　　○猟友会会員：5,000 円
【申込方法】　農林振興課・各支所振興課（上野
支所を除く。）にある申込用紙に必要事項を記
入の上、受講料を添えて持参または郵送（現金
書留）でお申し込みください。
【申込先・問い合わせ】　〒 514-0003
　津市桜橋１丁目104番地　三重県林業会館内
　㈳三重県猟友会
　☎ 059-228-0923 　℻  059-228-0988
【問い合わせ】　三重県猟友会伊賀支部（農林
振興課内）　☎ 43-2303　℻  43-2313
■狩猟免許試験
【免許の種類】　網猟・わな猟・銃猟（第１種・第２種）
【と　き】　いずれも午前９時30分～午後５時
①７月９日㈭　②７月26日㈰　③８月22日㈯
【ところ】　①三重県総合文化センター（津市
一身田上津部田 1234番地）
②三重県吉田山会館（津市栄町１丁目891番地）
③鳥羽商工会議所（鳥羽市大明東町1番地の7）
【申込期限】　各期限の午後５時 15分まで
①７月２日㈭　②７月17日㈮　③８月14日㈮
【受験手数料】　※１つの免許につき　
○初心者：5,200 円 ○免許取得者：3,900 円
【試験科目】　知識試験・適性試験・技能試験
【提出書類】　狩猟免許申請書・受験票・医師の
診断書など・住民票抄本
※申込方法など詳しくはお問い合わせください。
【申込先・問い合わせ】
　三重県伊賀農林事務所森林・林業室林業振興課
　☎ 24-8142　℻  24-8112

平成27年度初心者
狩猟免許取得予備講習会・
狩猟免許試験

今
後
の
取
り
組
み

　

市
で
は
、
今
回
策
定
し
た
「
公
共
施
設
最
適
化
計
画
」
に

基
づ
き
、
個
別
施
設
の
具
体
的
な
方
向
性
を
定
め
た
実
行
計

画
を
策
定
し
ま
す
。

◆
実
行
計
画
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
将
来
の
市
民
ニ
ー
ズ

　

に
応
じ
た
適
正
な
規
模
を
念
頭
に
お
き
、
各
種
事
業
の
財

　

源
確
保
な
ど
に
も
努
め
て
い
き
ま
す
。

◆
国
の
要
請
に
基
づ
く
「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
を

　

策
定
し
、
道
路
や
橋
り
ょ
う
、
上
下
水
道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ

　

を
含
む
市
の
保
有
資
産
全
体
の
最
適
化
を
検
討
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
市
民
の
財
産
で
あ
る
公

共
施
設
を
将
来
の
伊
賀
市
民
へ
持
続
可
能
な
形
で
継
承
し
て

い
く
た
め
に
、
市
民
と
行
政
が
一
体
と
な
り
「
誇
れ
る
伊
賀

市
」
に
向
け
た
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

管
財
課　

☎ 

22
・
９
６
１
０　

℻  
24
・
２
４
４
０

最
適
化
計
画
に
基
づ
く
施
設
の
方
向
性

２
　

最
適
化
計
画
で
は
、
個
別
施

設
の
大
枠
の
方
向
性
を
示
し
て

い
ま
す
。
今
後
は
、
こ
の
方
向
性

に
基
づ
き
作
成
す
る
実
行
計
画

に
よ
り
具
体
的
な
実
施
策
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

《
方
向
性
》

○
継
続

　

地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
、
伊
賀

市
文
化
会
館
な
ど

○
複
合
化

　
支
所
と
周
辺
施
設
な
ど

○
縮
小　
地
区
集
会
所
な
ど

○
検
討

　

所
管
部
門
で
別
途
計
画
を
検

討
中
の
施
設

※「公共施設最適化計画」では、支所と周辺施設の複合化の
　モデルケースを掲載しています。

施設の数が減ること
で、建て替えや修繕
にかかる費用を節減

複数のサービスを
集約した拠点施設
とすることで、利便
性や利用率が向上

会議室・廊下・トイレ・上下水
設備などを共有した効率的な
施設運営により、維持管理に
かかる経費の節減を期待

　施設（ハコモノ）を縮減しつつ、必要な機能（サービス）
を維持していくために機能（サービス）の複合化や集
約化を進めます。

《複合化のモデルケース》

支所

支所
（複合施設）

Ａ施設

解体

Ｂ施設

解体

Ｃ施設

売却
譲渡

Ｄ施設

貸付

継続
機能移転

機能移転
機能移転

機能移転


